
要求書受領に係る対応概要

出席者
課所等名 日時 場所 発言要旨

当局側 職員匝体側

北海道開発局網走開発建設部 l全北海道開発局労働組合 0職員団体側から

総務課
平成25年2月27日(水) 網走開発建設部

次長(総務担当)伊藤博
;婦人部網走支部

2013年春樹統一要求書及び独自要求書は、部員の切実な要求

17:30-17・42(12分) 第7会議室
代表者穴沢香

をもとに作られたものであり、当局として最大限の努力を求める

総務課長吉田進 |連絡員藤本美幸 0当局側から
総務課長補佐小林義且 連絡負安弁明子 交渉議題については、予備交渉において整理を図ることとしたい。



全北海道開発湾労働組合婦人部 2 0 1 3年 春 闘 統 一 要 求 書

網走開発建設部長 板倉 純殿

201  3 年 2 月 2 7 日

全北海道開発局労働総合綿人部網走支部
支部代表者 穴 沢
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開
開
発
婦
人
部
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1
3
春
関
統
一
要
求
書

一
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
最
低
絞
度
の
保
障
を
す
る
こ
と
。

ー
義
務
教
育
に
か
か
る
父
母
負
担
を
な
く
す
る
と
、
と
も
に
、

公
費
負
担
を
増
や
す
こ
と
。

2

児
童
手
当
を
改
善
し
、
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
。

3
出
産
に
か
か
る
費
用
の
一
切
を
国
費
負
扱
と
す
る
こ
と
。
当
街
、

る
こ
と
。

4

公
立
の
蕨
休
あ
け
保
育
所
、
お
よ
び
学
護
保
育
所
を
設
鐙
し
、
そ
の
内
務
の
充
実
(
閣

の
基
準
を
上
げ
る
)
を
は
か
る
こ
と
。

5
社
会
保
隊
制
度
の
改
惑
を
行
わ
ず
、

を
早
急
に
行
う
こ
と
。

@
介
護
保
険
法
⑪
援
療
保
検
制
度

す
べ
て
の
教
育
に
か
か
る

出
濠
費
、
を
増
額
す

内
容
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
。

特
に
次
の
改
装
市

の
公
的
年
金
制
度

二
、
勤
務
条
件
を
改
替
し
、
意
欲
的
に
働
け
る
職
場
に
す
る
こ
と
。

ー
業
務
量
一
に
見
合
っ
た
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

び
定
員
削
減
を
行
わ
な
い
こ
と
。

2

開
民
主
的
な
公
務
員
制
度
改
革
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
。

3

遊
休
代
替
を
確
保
す
る
こ
と
。

4

準
職
員
を
定
員
化
し
、
勤
務
条
件
を
改
替
す
る
こ
と
。

5

配
偶
者
の
転
勤
に
あ
た
っ
て
は
、
希
望
す
る
場
合
は
夫
婦
と
も
に
転
勤
で
き
る
よ
う

に
考
慮
す
る
こ
と
。

9

人
事
に
つ
い
て
は
民
主
的
・
公
平
・
公
正
に
行
い
、
特
に
都
内
昇
任
を
拡
大
す
る
こ

と
。
ま
た
、
採
用
、
配
置
、
昇
任
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
男
女
遊
別
を
な
く
す
る
こ
と
。

7

V

D

T
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
指
針
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
勤
務
条
件
を
改
懇

さ
せ
な
い
こ
と
。

8

希
望
者
を
全
員
宿
舎
・
独
身
寮
に
入
れ
る
こ
と
。

は
早
急
に
行
う
こ
と
。

こ
れ
以
上
の
組
織
の
統
廃
合
及

ま
た
改
誇
の
必
婆
が
あ
る
場
合
に

三
、
労
働
基
準
法
、
人
事
院
規
則
を
改
一
止
し
、
母
性
保
護
、
権
利
を
拡
大
す
る
こ
と
。

ー
労
女
が
と
も
に
家
庭
資
任
を
担
え
る
勤
務
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

男
女
共
通
規
制
を
行
う
こ
と
。

2

生
理
休
暇
を
特
別
休
暇
と
す
る
こ
と
。

3

休
暇
を
新
設
し
、
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
。

新
設
@
遠
隔
地
通
院
休
暇
⑪
妊
娠
隊
寮
休
暇

も
の
健
診
‘
予
防
接
種
時
の
休
暇

実
効
あ
る

。
更
年
期
障
害
休
暇

@
子
ど

改
善

③
配
偶
者
の
縫
後
休
閑
慨
を
一
一
週
間

G
様
前
休
暇
を
八
週
間
的
〉
多
胎
出
産

の
産
後
休
暇
を
一

O
還

問

@

結

婚

休

暇

⑧

忌

引

休

暇

の

追

悼

の

た

め

の
休
暇

以
内
児
休
業
制
度
、

介
護
休
暇
制
度
及
び
看
護
休
暇
制
度
の
内
容
の
充
実
を
は
か
る
こ

4/ 



レf
}
0

5

保
育
時
間
を
一
日
二
回
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
同
と
し
、
こ
の
た
め
の
交
通
に
要
す
る
時
間

も
認
め
る
こ
と

C

6

す
べ
て
の
検
診
を
全
員
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
内
容
の
充
実
を
は

か
る
こ
と
の

問
、
職
場
要
求
は
誠
意
を
も
っ
て
解
決
す
る
こ
と
。

一
特
に
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
寒
地
土
木
研
究
所
の
要
求

替
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
主
務
省
と
し
て
努
力
す
る
こ
と
。

(
別
紙
)

に
対
し
て
、

改

-2 -



全
北
海
道
開
発
局
労
働
組
合
婦
人
部
網
走
支
部

一
六
)
一
三
年
春
闘
独
自
要
求
書

一、

産
前
休
暇
・
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
職
場
環
境
整
備
を
殴
る
と
と
も
に
、
該
当
職
場
で
充
分
な
話
し
合
い

が
さ
れ
る
よ
う
諜
所
長
に
周
知
‘
指
導
す
る
こ
と
。
ま
た
、
人
事
院
規
則
や
各
種

休
暇
制
度
の
内
容
の
潤
知
徹
底
を
殴
る
こ
と
。

一、

職
員
の
健
康
安
全
管
理
に
つ
い
て
配
慮
し
、

る
措
置
を
図
る
こ
と
。

安
心
・
安
全
で
健
康
を
維
持
で
き

一一一、

V
D
T
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

改
惑
さ
せ
な
い
こ
と
。

指
針
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、

勤
務
条
件
を

四

希
望
者
を
全
員
宿
舎
・
独
身
寮
に
入
れ
る
こ
と
。

五

制
度
や
次
年
度
の
業
務
内
容
又
は
、

を
果
た
す
v

」と。

そ
の
内
容
の
変
一
ゅ
ん
に
つ
い
て
の
説
明
責
任

二
O
一
三
年
二
月
二
七
日

網
岩
間
開
発
建
設
部
長

板

倉

市
M
M

4
可

殿

全
北
海
道
開
発
局
労
働
組
合
婦
人
部
網
走
支
部

支
部
代
表
者

ノ¥

沢


